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『會津八一記念博物館研究紀要』第19号をお届けします。本号では、論文２篇、資料紹介７篇と、2017年10月21
日に開催したシンポジウムの記録、2017年度の博物館活動報告を掲載しております。
會津八一記念博物館は、1998年５月15日に開館いたしました。早いもので、来年度には20周年を迎えることにな
ります。開館以来の収蔵品に加えて、今年度も多くの寄贈品を頂きました。年々充実するこれらの作品資料の紹介
や調査報告を公開することは、大学博物館紀要としての責務であると痛感しております。本年度も、以下の通り各
分野で特色あふれる企画展、特集展示を開催しました。
【企画展】
５月10日～６月17日：「富田万里子コレクション長崎版画展」
６月29日～８月６日：「パリから学んだ画家たち―岡鹿之助から嶋田しづまで―」
10月12日～11月18日：「アフリカ横断一万粁―関根吉郎とアフリカ・マヤ資料コレクション―」
11月28日～2018年１月20日：「狩谷棭斎墓碑受贈記念狩谷棭斎―学業とその人―」
【富岡重憲コレクション展示室】
３月１日～４月28日：「茶の道具」
５月16日～６月24日：「武者小路実篤の書画」
７月６日～９月22日：「やきものに見る吉祥」
【特集展示】
３月１日～４月22日：「2016年度會津博への贈りもの」
５月８日～６月17日：「色々な刷り物」
６月26日～８月６日：「小野義一郎コレクションの陶磁器―東南アジア・イスラーム地域を中心に―」
９月１日～10月21日：「北蓮蔵新寄贈資料展」
12月11日～2018年１月31日：「祈りの形―写経、瓦経、こけら経、小塔、千体地蔵―」
３月１日～４月21日：「2017年度會津博への贈りもの」
以上のうち、「富田万里子コレクション長崎版画展」は、2011年度、2014年度に富田万里子様より受贈した作品
より、長崎版画を中心に展示いたしました。さらに、本展開催によせて富田様より長崎版画23件を追加でご寄贈頂
きましたこと、この場を借りて深くお礼申し上げます。展示にあわせて開催されたシンポジウムでは、富田様をは
じめ板橋区立美術館の植松有希様、図書館資料管理課長の小林邦久様にご講演頂きました。また、「アフリカ横断
一万粁―関根吉郎とアフリカ・マヤ資料コレクション―」展では、山岳部監督や探検部初代部長を歴任された故・
関根吉郎名誉教授が収集したアフリカの民族資料や、マヤ遺跡の貴重な拓本が展示されました。マヤ遺跡の拓本は
実に30年ぶりに陽の目をみたことになります。「狩谷棭斎墓碑受贈記念狩谷棭斎―学業とその人―」では、東日本
大震災により倒壊した墓碑が無事に修復を終え、ようやくお披露目することが叶いました。前期に開催された「パ
リから学んだ画家たち―岡鹿之助から嶋田しづまで―」展は、本学文学学術院の坂上桂子教授が企画され、ゼミの
院生たちが図録執筆から展覧会運営まで取り組んだ新しい試みでした。学内外より大変な好評を博し、6,800人を
超える来客者を迎えることとなりました。ご協力くださった皆様に心より感謝申し上げます。
当館は今後も、あらゆるジャンルの企画を積極的に発信してまいります。学生のみならず、地域の皆様、そして
研究者の皆様に等しく開かれた存在として、さらなる発展を目指していく所存であります。皆様におかれまして
は、今後とも本館の活動に対する変わらぬご理解、ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。
（紀要編集部　記）
10月５日～ 11月25日：「禅書画のたのしみ」
12月７日～ 2018年１月31日：「みほとけの形」
３月１日～ 2018年４月23日：「花と鳥」
